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実験には64匹の成犬 C8 --14kg) を供した。ネンブタール CPentobarbital sodium 35mg/kg ， i.p.) 麻酔下にて動
物を背位に固定し，下部気管切開後，カフ付スパイラルチューブを気管内挿管し，自発呼吸下にて以下の実験を行つ
fこ。

















こで肺刺激受容器， J 受容器の関与を検討するため， Capsaicin (20μg /kg) 静脈内投与による J 受容器刺激や
Histamine (50μg/kg) 静脈内投与， 35% Ammonia 吸入投与による肺刺激受容器刺激時の口蓋帆挙筋活動を観察
した。 Capsaicin 投与により，口蓋帆挙筋の筋放電は賦活化された。また， Histamine 投与および Ammonia 投与に
より，投与直後から呼吸回数は増加するが，口蓋帆挙筋活動に変化は見られず，投与約10秒後に口蓋帆挙筋に呼気に
同期した筋放電が発現した。すなわち， J 受容器の興奮は直接的に口蓋帆挙筋活動を増大させ，肺刺激受容器の興奮
は呼吸を充進させ，二次的に口蓋帆挙筋活動を増大させることが明らかとなった。
また，肺伸展が口蓋帆挙筋以外の呼吸性活動を示す筋肉に及ぼす影響について検討した。その結果，吸息筋である
茎突舌筋，オトガイ舌筋，後輪状披裂筋，外肋間筋の筋放電は肺伸展により消失した。一方，呼息筋である側輪状披
裂筋，内肋間筋の筋放電は口蓋帆挙筋と同様に肺伸展により増幅された。すなわち，肺伸展による筋活動の促通現象
は呼息筋共通に観察され，肺伸展に対する反応に関しても口蓋帆挙筋が呼息筋としての性格を有していることが確認
された。
本研究結果より，肺伸展は口蓋帆挙筋活動に対して促通効果を示すことが明らかとなった。さらに，この促通効果
の求心路は迷走神経であり，これには肺伸展受容器， J 受容器が直接的に関与し肺刺激受容器は二次的に関与して
いることも明らかとなった。
論文審査の結果の要旨
本研究は肺活動と口蓋帆運動の生理学的なつながりを明らかにする目的で，肺伸展が口蓋帆挙筋活動に及ぼす影響
について成犬を用いて筋電図学的に検討したものである。その結果，肺伸展は口蓋帆挙筋活動に対して促通効果を示
すことが明らかとなった。また，この促通効果の求心路は迷走神経であり，これには肺伸展受容器， J 受容器が直接
的に関与し，肺刺激受容器は二次的に関与していることが示唆された。さらに，肺伸展による筋活動促通現象は呼息
筋共通にみられ，肺伸展に対する反応についても口蓋帆挙筋が呼息筋としての性格を有していることが明らかとなっ
た。
以上の結果は肺の伸展が迷走神経を介して口蓋帆運動に密接に関わっていることを示すものであり，口蓋帆運動の
生理学的調節機構の解明に有用な指針を与えるものである。よって，本研究は博士(歯学)の学位を得る資格がある
と認める。
